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令和元年度 

多摩地域が一体で取り組む観光地域づくり 

―取組報告と今後の取組方針について― 

 

【対応ツール】 
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多摩地域の観光地域づくり（まち歩き／グリーンツーリズム）における課題をもとに、 

個々の団体／個人等が取り組むことでブラッシュアップが期待できる３種類の「対応ツー

ル」を制作した。 

 

 

 

 

 

 

  

連携した取組を行う 

複数の団体・個人向け 
個々の団体・個人向け 

多摩地域全体／ 

個々の団体向け 

農のプログラム(イベント) 

づくりをサポートする資料 

アグリツーリズム編 
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ᵑ ♠01.ꜟכ Ⱪꜝfi♪  ꜟכ♠fiꜛ◦כ◔♬ꜙⱵ◖ה

 

現状の課題を解決し、多摩地域まち歩きの魅力や価値を、各地のまち歩きのイメージを

崩すことなく、参加者に伝えるための具体的な取組として、以下のコミュニケーションツ

ールを紹介する。 

コミュニケーションツールとは、“多摩地域でのまち歩き”や”多摩地域自体”につい

て分かりやすく伝えるためのものであり、効果的に活用することによって、魅力や価値を

より強く印象付けられるようになり、体験自体の質も向上することが期待される。 

 

 

─ꜟכ♠ ꜟכ♠  

ᵑ  ה  ꜟכ♠

ᵒ ⱨ□fi≠ↄ╡ ה  ꜟכ♠

ᵓ ♠כꜟ 

ᵔ ∑╢  ꜟכ♠

ᵕ ה  ꜟכ♠

ᵖ ה  ꜟכ♠
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ᵑꜟכ♠ ה     ꜟכ♠

 

多摩地域のまち歩きを一定の品質に保つために、研修や認定試験などの仕組みを設置した

際に、参加者にそれらの基準・資格を満たしていることを伝えるツール 

 

 ☺כⱷ▬ꜟכ♠

ⱴכ◒ 安全性や娯楽性などが一定の質を満たすまち歩きだと証明するマーク

ポスターやチラシに掲載したり、他のツールなどにもデザインを応用し

て使用する。 

＜ロゴ＞ 

 

認定されているガイドと分かる、まち歩きで使用するツール（先導用 ꜟכ♠

の旗や帽子、羽織れる上着など）。ガイドの資格に応じてバッチを作

り、資格を取りたくなるように促す。 

＜帽子＞                    ＜法被＞ 
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ᵒꜟכ♠ ⱨ□fi≠ↄ╡ ה     ꜟכ♠

 

参加者に多摩地域やまち歩きのことを深く知ってもらい、ファンになってもらうためのツー

ル 

 

 ☺כⱷ▬ꜟכ♠

ⱨ꜠♇♩ まち歩きや多摩地域の魅力をふんだんに詰め込んだ冊子。まち歩きに込כꜞ

められた思いや、伝えきれない魅力をキレイな写真やイラストと一緒に

掲載する。 

＜リーフレット＞ 
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ᵓꜟכ♠    ꜟכ♠

 

多くの人にまち歩きのことを周知して、まち歩きに参加してもらうために情報を発信するた

めのツール 

 

 ☺כⱷ▬ꜟכ♠

ポスターやチラシなど多くの人にまち歩きの情報に気付いてもらうため ꜟכ♠

のもの。申込方法など、参加するための手順や地図などの案内も同時に

掲載する。 

 

╕∟ ⅝◘▬

 ꜞⱪ▪ה♩

まち歩きの情報について取りまとめるサイト。参加者の条件に応じてま

ち歩きを検索できるようにしたり、申し込みできるようになっている。 

＜チラシ＞              ＜アプリ＞ 
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ᵔꜟכ♠ ∑╢  ꜟכ♠

 

まち歩きをしている参加者に、まちの魅力を目立たせて分かりやすく伝えるためのツール。 

 

 ☺כⱷ▬ꜟכ♠

ⱴ♇ⱪה

◘▬fi 

多摩地域の魅力や体験について、歴史や背景、体験についての説明な

ど、魅力を伝えるための資料。サインや配布資料として使用する。説明

するキャラクターの活用も含む。 

＜案内マップ＞ 
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ᵕꜟכ♠ ה  ꜟכ♠

 

まち歩きの最中やお土産として参加者に楽しんでもらうためのツール。まち歩きの特別感を

演出するツール。 

 

 ☺כⱷ▬ꜟכ♠

●▬♪ כ♠

הꜟ ♠

 ꜟכ

まち歩きを特別に感じられるように、ガイドや景観が非日常の時間・空

間となるように演出するためのツール。一目で分かるくらい印象的なデ

ザインを施す。 

כ♠

ꜟ 

参加者に満足してもらうために、特別な体験だと印象付けるためのツー

ル。配布物や制作物を残しておきたくなるようにデザインを施す。 

＜バナー＞                    ＜スタンプカード＞ 
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ᵖꜟכ♠ ה  ꜟכ♠

 

まち歩きに来た参加者が回遊するためのツール。他地域のまち歩きについて情報発信するた

めのツール。 

 

 ☺כⱷ▬ꜟכ♠

ה

 

まち歩きに参加した参加者が他のまち歩きに参加する際のメリットを

用意する。参加料や交通費などが安くなる制度を設けて、他のまち歩

きへの参加を促す。 

＜会員証＞ 

 

◘▬fiה

◘▬fi 

どこに魅力があるのかを参加者に示すためのポイント。サインや小

物、什器など場所や環境に応じてデザインして、景観を壊さないよう

にする。 

＜サイン＞ 
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ᵒ ♠02.ꜟכ  Ɽ♃כfi ╕∟ ⅝▬ⱬfi♩ 

  

広域連携まち歩きイベントの事業検証の調査結果から、広域連携まち歩きイベントを組

み立てるための重要な要素は以下のとおりである。 

 

 

自治体事前アンケート（ワーキング参加自治体）、モバイルスタンプラリー参加者アン

ケートによる「つくりたい」「参加したい」広域連携まち歩きイベントとして、以下のま

ち歩きイベントが挙げられた。 

 

 

上記の広域連携まち歩きイベントへのニーズをもとに、メソッドを活用した５つのパタ

ーンでモデルとなるまち歩きイベントを制作した。 

 

Ɽ♃כfi ▬ⱬfi♩ 

ᵑ ╕∟ ⅝ ─ ▬ⱬfi♩ 

ᵒ ⌐╟╢ ▬ⱬfi♩ 

ᵓ ה ─  ♩ⱬfi▬◒כ◊►

ᵔ ⌐╟╢ ▬ⱬfi♩ 

ᵕ ▬ⱬfi♩ 
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Ɽ♃כfiᵑ ╕∟ ⅝ ─ ▬ⱬfi♩ 

 

∟╕√⇔⌐ⱴכ♥╩ ⱴכ♥ ⅝ 

♩♇◕כ♃  ⌐ ─▪◒♥▫Ⱪ◦♬▪ 

  

●▬♪ ⅝╕∟  כ▪♠⅝

Å ⌐№╢ ─Ⱳꜝfi♥▫▪●▬♪♠▪כ╩ ↕∑≡ ℮⁹ 

Å 1≈─♥כⱴ╩ⱬ⁸⇔≥☻כ ─ ╩ ╡ ◦╩כ▪♠♪▬●∞╪

≡⇔≥☼כꜞ ∆╢⁹ 

Å │ Ⱳꜝfi♥▫▪♠▪כ⌐ ₁≢ ⇔ ╖╩ ™⁸1 1 ≢ 2

3 ╩כ▪♠─ ∆╢⁹ 

Å 1 ⌐כ▪♠─ ∆╢↔≤⌐ ╕√│☻♃fiⱪ╩╙╠™⁸ ⅎ┌ 5

5 5ה ⌐כ▪♠─ ∆╢≤ ╩╙╠ⅎ╢⁹ 

ⱪ꜡⸗כ◦ꜛ

fi 

Å ─Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ∂√ ╩ ℮⁹ 

Å ●▬♪⁸◦♬▪ ↑ ⌂≥⌐ⱪ꜡⸗כ◦ꜛfi╩ ∆╢⁹ 

Å ⁸ⱱ⁸ꜟכ ⌂≥─ ⌐ⱳ☻♃⁸כ♅ꜝ◦╩ ∆╢⁹ 

Å ─ ꜟ◌כ꜡⁸ ≢ ╩ ℮⁹ 

  

Å 1 1 ╩ ─ ≤╝∫ↄ╡ ╢↓≤⌐╟╡⁸╟╡ ↄ ╩

╢↓≤⅜≢⅝⁸ ⅜ ↄ⁹∕─√╘⁸ ─ꜞⱧכ♃כ⌐⌂╢ ⅜

™⁹ 

Å 1≈─♥כⱴ╛◦ꜞכ☼╩ ╘≡ ╩╕╦╢↓≤≢⁸ ─⸗♅ⱬכ

◦ꜛfi⅜ ⅜╢⁹ 

Å Ⱳꜝfi♥▫▪ ╙⁸ ─ ⅛╠─ ⅜ ⅎ╢⁹ 

⁸◄ꜞ

▪⁸  

₈ ╝⅛╡─ ╩№╢ↄ₉ ⁸ ⁸ ⌂≥  

  ₈ ╩№╢ↄ₉ ⁸ ⁸ ⁸ ⌂≥  

Ⱳꜝfi♥▫▪●▬♪♠▪כ ≢ ⇔≡⁸ ─●▬♪Ⱪ♇◒╛ⱴ♇ⱪ⁸

☻♃fiⱪ⌂≥╩ ∆╢⁹ 
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Ɽ♃כfiᵒ Ⱶꜙכ☺▪ⱶ⌂≥ ⌐╟╢ ▬ⱬfi♩ 

 

 כ▪♠ⱶ▪☺כꜙⱴ ⅝Ⱶכ♥

♩♇◕כ♃  ⁸ ⁸  

  

ⱶכ◕  כ▪♠

Å ⅝─ ●▬♪Ⱪ♇◒⁸ⱴ♇ⱪ ⌐ ™⁸ ─Ⱶꜙכ☺▪ⱶ⌂≥

─ 6 10⅛ ╩ ╣╢⁹∕↓≢ ↕╣√ ╩ ⅝⌂⅜╠

╩ ∫≡™ↄ⁹ 

Å ≡─ ╩╕╦╢≤⁸ ⅜כꜞכ♩☻─≈ ∆╢⁹ 

Å ⌂ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ╛ ─ ⌐└∫∕╡≤№╢╟℮⌂

╙ ╘╢↓≤≢⁸Ⱶ☻♥ꜞכ ╛ ─ ⁸ ─ ↕╩ ∆╢⁹ 

ⱪ꜡⸗כ◦ꜛ

fi 

Å ●▬♪Ⱪ♇◒│ ─ ≢  

Å ⁸ ⁸ ⌂≥─ ⌐ⱳ☻♃⁸כ♅ꜝ◦╩  

Å ⌂≥│ ⌐ ⌐ ∆╢⁹ 

  

Å ⌐╕√⅜╢ ⅜⁸ ≢ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

Å ─ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

Å ⌂╢☻♃fiⱪꜝꜞכ≢│⌂ↄ⁸☻♩כꜞכ╩ ∆╢↓≤≢ ─⸗♅

ⱬכ◦ꜛfi⅜ ⅜╢⁹ 

Å ≢╕╦╢√╘⁸ ─ ╛ ⌐╙ ╩ ┌⇔≡╙╠ⅎ╢⁹ 

⁸◄ꜞ

▪⁸  

₈ ⌐ ↕╣√⅔ ╩ ∆₉ ⁸ ⁸⅔ ⁸

⌂≥  

─כꜞכ♩☻ ⌐│⁸ ─ ⁸ ─ ─♀Ⱶ╛◒▬☼ ⁸Ⱶ

כꜞ♥☻ ≥ꜟ◒כ◘─≤⌂ ⇔≡ ℮⁹ 
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Ɽ♃כfiᵓ ה ─ ◒כ◊► ▬ⱬfi♩ 

 

ⱴ  Ṍכ♥ Ṍ 

♩♇◕כ♃   

  

⅜ ⇔≡⁸ ◒כ◊► ◓fi◐כ◊►+ ╩

⇔≡ ℮ 

Å ⅜ ─ ╩ ╡ ╪∞ ╩♩ⱬfi▬◒כ◊► ⇔⁸ ⇔

☼כꜞ◦≡ ∆╢⁹ 

Å 1 ─ ⁸2│≢◒כ◊► 3 ─ ╩ ™≡╘←╡⁸ ╛ ─

╩ ℮⁹ ⌐ ⇔√ ╩ ≢ ⇔≡ ═╢⁹ 1 ─◖

 ☻כ

Å ≢ ≢⅝╢ ╩ ⅎ╢⁹ ⅜ ⅝∏⌐ ─ ◒כ◊►

⌐ ⇔≡╙╠ⅎ╢╟℮⁸Ᵽꜝ◄♥▫╩ ╕∑╢≤≤╙⌐⁸ ─

⌂ ─ ╩ ∫≡╙╠℮⁹ 

Å ⁸ ≥╙ ╩ⱴכ♥╛♩♇◕כ♃℮™≥↑ ⌐ ∟ ⇔⁸

≢ ∆╢⁹ 

ⱪ꜡⸗כ◦ꜛ

fi 

Å ⁸ ⁸ ⌂≥─ ⌐ⱳ☻♃⁸כ♅ꜝ◦╩  

Å ה ─◘▬♩╛ ⌐  

Å ─◘▬♩⌐  

  

Å ≤ ╩ ╦∑≡ ∆╢↓≤≢⁸ ⇔╖⌂⅜╠ ╩ ┘⁸

╩ ≢⅝╢⁹ 

Å ≈─ ≢ fi◓⁸◐כ◊►⁸ ╩ ∆╢↓≤≢⁸╟╡ ⌐ ╩

∫≡╙╠ⅎ╢⁹ 

Å ─ꜞⱧ⁸╡√∫⌂⌐כ♃כ ─ ╩ ⌐ ⇔≡╙╠ⅎ╢

⅜ ™⁹ 

Å ה ≢ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⌂ ⅜≢⅝╢⁹╕√

↔≤≢ ⌂╢ ╩ ∟ ⇔⁸ ∆╢↓≤≢⁸ ─ ⌂ ╩

∫≡╙╠ⅎ╢⁹ 

⁸◄ꜞ

▪⁸  

₈ ◒כ◊► ≤ ≠ↄ╡ ₉₈₃₃ ─ ╩╘←∫≡Ⱨ◙╩

╤℮ ₉₈ ™≡⁸ ╩№≈╘≡⁸☺ꜗⱶ≠ↄ╡₉ 
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Ɽ♃כfiᵔ ה fiꜝ♩☻꜠ה ⌐╟╢ ▬ⱬfi♩ 

 

  ⱴכ♥

♩♇◕כ♃  Ṍ  

  

Ɽ☻ⱳכ♩ ●▬♪Ⱪ♇◒+꞉fi♪ꜞfi◒ ⅝ ≢ ─ ⱨꜝ◒ה

♩ⱦכꜟ╩╘←╢ 

─ ⁸◒ꜝⱨ♩ⱦכꜟ ⁸╕√ ꜠☻♩ꜝfi╩ ⇔√⁸●

▬♪Ⱪ♇◒ ⅝Ɽ☻ⱳכ♩╩ ∆╢⁹ 

Ɽ☻ⱳכ♩│☻♃fiⱪꜝꜞ⁸╡⅔≡∫⌂⌐כ ≢☻♃fiⱪ╩ ∆ ⌐꞉fi

♪ꜞfi◒─ ⅜≢⅝╢⁹ ≡─☻♃fiⱪ╩ ╘╢≤ ≢ ⅜ √╢⁹ 

ⱪ꜡⸗כ◦ꜛ

fi 

Å ⁸◒ꜝⱨ♩ⱦכꜟ ⁸╕√ ꜠☻♩ꜝfi≢ ⇔⁸

⌐Ɽ☻ⱳכ♩╙ ⇔≡╙╠℮⁹ 

Å ♃►fi ⁸ ⁸◓ꜟⱷ ⁸ ╕√∕╣╠─ web◘▬♩⌐  

  

Å ⌐╕√⅜╢ ⅜⁸ ≢ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

Å ≢ Ɽ☻ⱳכ♩╩ ⇔≡╙╠℮↓≤≢⁸ ∆╢↓≤⅜

≢⅝╢⁹ 

Å Ɽ☻ⱳכ♩│ ≢╙⁸ ∆╢╒≥ ⅜≢⅝⅔ ↕⅜ ∆√╘⁸⸗♅

ⱬכ◦ꜛfi⅜ ⅜╢⁹ 

Å │꞉fi♪ꜞfi◒╩ ⇔≡╙⁸ ─ ─ ╛ ─

⌐≈⌂⅜╡╛∆™√╘ ⅜ ╛∆™⁹ 

Å ⅔ ⅝⌂ ⁸◓ꜟⱷ⌂ ╩ ⌐ 23 ╛ ⅛╠ ≢⅝

╢⁹ 

Å ⅔ ╩ ∂≡ ─ꜞⱧ⁸╡√∫⌂⌐כ♃כ ⌐ ─ ╩ ⇔

≡╙╠ⅎ╢ ⅜ ™⁹ 

⁸◄ꜞ

▪⁸  

₈  ╒╤╟™Ɽ☻ⱳ₉♩כ 

≢№╣┌ ⁸ ⌂≥≤♃▬▪♇ⱪ⇔⁸ ─ ≢╙ ≢⅝╢

⌐∆╢⁹ 
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Ɽ♃כfiᵕ ⅝ ▬ⱬfi♩ 

 

⅝ ⱴכ♥  כ▪♠

♩♇◕כ♃  

┼─ ╩ ⇔≡™╢  

fi☻⁸ꜝכꜞ⁸ⱨכ◌כ꞉♩כ⸗ꜞ ╩ ⇔≡™╢ ⁸ ╠⇔

╩⇔√™  

  

≢ ⅝ ╩ ♩♇◕כ♃⁸⇔ ⌐ ⅝ ╩כ▪♠

⌐ ℮ 

Å ─ ⅝ ╩ ⇔⁸∕╣∙╣≥─╟℮⌂ ⌐ ⌂ ⅛

∆╢⁹ⱪ꜡╛▪♪Ᵽ▬◙כ⌐╙ ⇔≡╙╠™⁸ ⌂ ╩ ┬⁹ 

Å ≢⅔ ╛ ╩ ╘√™ ⁸ ⇔√™ ⁸ⱨꜞכꜝfi☻╛ꜞ⸗

≤↑∞◒כ꞉♩כ ≢╙ ₁ ╩⇔≡™╢ ⁸ ⌐ ≢╝∫ↄ

╡ ╠⇔√™ ♩♇◕כ♃⁸≤⌂ ⌐ ╩ ╩כ▪♠╘ ℮⁹ 

Å ♠▪כ≢│ ⅝ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ⌐ꜞⱡⱬכ◦ꜛfi⇔≡ ⇔≡™

╢ ╛ ⌂≥╙ ⌡╢⁹ 

Å ♠▪כ ⌐ ⅝ ⌐ ╩ ∫≡ↄ╣√ ─ⱨ◊꜡כ╩ ™⁸ ה

⌐≈⌂⅜╢╟℮ ∆╢⁹ 

ⱪ꜡⸗כ◦ꜛ

fi 

Å ⅝ ╛ꜞⱡⱬכ◦ꜛfi ╩ ∫≡™╢◘▬♩⌐  

Å SNS 

  
Å ◒ꜞ◄▬♥▫Ⱪ≢ ⇔™ ⅝ ╩∆╢ ™ ⌐ ╩ ∫≡╙╠℮⁹ 

Å ─ ⅝ ╩ ╠⇔⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

⁸◄ꜞ

▪⁸  

ה◄ꜞ♩▪₈ ⅝ ₉₈כ▪♠ ▼ⱨ◌ה™ ↑  ₉כ▪♠

─ ⅝ ≢ ∆╢⁹ 

 

 

 


